




 

近年の未熟児新生児医学の進歩は救命率のみならず,中枢神経系の後障害発生の予防の観

点からも高く評価されている。さらに,最近では,“救命"というハードウエアから知能障害

あるいは学習障害の予防といった“ソフトウエア"が注目されている。一方では,脳の低酸

素症下における生理代謝学的な基礎的検討がみなおされ,ヒトにおいてIN VIVOでの脳内で

生じている PATHOPH-YSI0LOGY の解明が待たれている。これら脳内で生じている代謝学的な

諸変化を非侵襲的にモニタリングする試みとして POSITRON EMISSI0N TOMOGRAPHY(PET)に

よる GLUCOSE 代謝や,31-PNMR による ATP,P-CREATINE 等のエネルギー代謝が検討されてい

る。最近,JOBSIS らのグループにより開発された光による脳内酸素代謝のモニタリングは

生体に光を照射した場合に波長の逆数の 4倍に比例して内部散乱が生じるため長波長程散

乱が少ないことから近赤外領域(700-3000nm)の光を頭部に透過または反射させるもので

NICU のベットサイドでも充分応用が期待されるものである。本装置を使用することにより

新生児における低酸素症下での脳の細胞レベルでの変化を把握することが可能となりつつ

ある。 

 今回,我々の試作した本装置での新生児脳モデルを使った基礎的検討を施行したので報

告する。 


